
も絶滅した化石柾パレオセンテス英刺こ設定されろ｡

パレオセンチス頬(亜科)は,Marshall(1980)

によれば,PalaeoEhentesとAcdestisのこ周に

分類されるが,化石記録が不完全なため確定的な

ものではない｡保存状闇の非rf引こよい本化石の歯

冠面の形態を検討した結El･,ブレブロトク1)スタ

･パラチングラム･パラロフの三者の位置関係に

よる二屑間の分類規準の可能性が示唆される｡

パレオセンチス類の化石記録は,南米のパタゴ

ニア地方とボリビアに僅かにみられるのみであり,

また時代的にも今までは漸新世初期に出現して中

新世初矧 こ絶滅したものと思われていた.南米最

北端コロンビアの中期中新世の地層か,らの本化石

の発見は,パレオセンテス類の生息年代及び分布

域を考察する上でのff歪な新ff料である.

Titi属(Gem sallicebtLS)3種の歯の形態

小林秀司

南米大陸にはtitiと呼ばれろ小～中型の一群の

サル(GenusCallicebus)がいる｡ 本属には

Callicebuspersonatus;ブラジル南東部の海岸

林に分布,C.torquatus;主に60oW以西のア

マゾン川流域に分布,C.moloch;主にアマゾ

ン川の南側上流域に分布,の3種が知られる(

Hershkovitz,1968).
これら3種の歯冠形態,歯列形態の比較,解析

を行い,系統関係を推定した｡標本は以下に所蔵

のものを使用した｡ブラジル国リオデジャネイロ

国立博物館,同国エミリオゲルジー博物館,同国

サンパウロ大学動物博物館,日本国京都大学詔長

類研究所並びに日本モンキーセンター｡被検標本

数はC.i)ersonatus25,C.torquatus24,C.mo･
loch65である｡

比較,解析に先立ち,これら3種の歯の計測値

に基づく雌雄差検定を行った｡計測項目は,上下

部個々の歯について近遠心径並びに頬舌径.切歯

及び犬歯の高さ,上下顎の第3大白歯を除いた

瑚歯列長,上下顎の第2切歯間隔並びに第2大日

歯間幅,計54項目である｡検定を行うに際して,

サンプル数が少なくデータに正規分布が期待でき

ない場合.Mmn-WhitneyのU検定を行った｡

サンプル数が多いものに関してはまずF検定を行

い.等分散が期待できる場合は t検定を,できな

い場合はAspin-Welthの変法によるt検定を行

った｡各校で各計測項目ごとに行った検定では,

雌雄問の有恋芸は危険率50/Oでは検出できなかっ

た｡

歯冠形倍の比較により上顎歯7形質,下顎歯1

形質の出現軌皮,発達程度に種間変異を認めた｡

特に上顎窮1及び那2大臼歯では種間変異を示す

形質が以下の4つを抽出した｡Metaloph及び舌

側歯帯の発達程度,Paraconule及びStylarcusp

の出現頻度｡これらの形Tfの変矧 こは種問で重複

があるものの,抽出された全形田を用いる事によ

り高い割合で種の区別が可能であることが判っT=｡

さらに上顎第1,節2大臼歯の変異を定量的に

示すため,次の計測項目を設定した｡Paracone

を原点とし,Metaconeと結ぶ紙をx軸.x軸に

重層で原点を通る宙緑をy軸としたとき,各校頭

のX,y座摂,瑚側瑞,舌側gT'UL.近心瑞までのX,

y座控,計16項目｡その計測値の比較によって,

(1)C.molochは他の2印と比べて歯冠両横が小さ
く,小型種といえる｡(2)C.torquatusは他の2種

と比べてHypoconeが瑚側寄りに位田している｡

(3)ProtoconeとHypoconeは瑚舌方向より近遠

心方向に変異が大きい｡(4)第 1大臼歯よりも第2

大臼歯の方が種問の変災が大きい｡という結果を

得た｡

次に前述の54計測項目を用いて多変昆解析を行

い系統関係の推定を行った｡まず,近縁種間では

サイズよりもシュイブの朔似性が高い場合により

近い類縁関係にあるというドグマに従い,Qモー

ド相関を用いて3校のクラスタ1)ングを行った｡

結果は,C.torquatusとC.molochがクラスタ

ーをつくり,この2種がより近縁であることが推

定できた｡さらに因子分析を行って54項目申変異

性の高い17項目を抽出,これで再度Qモード相関

によるクラスタリングを行ったところ,同様の結

果を得た｡

Hershkovit2:(1963)はCallicebus属の分布を,

種の拡散によって説明し,C.♪ersonatusをC.

molochの進化の一端に位いた｡すなわち,C.mo-

lochが分布を拡げていき,ブラジル南東部の海岸

林にたどり苛いてC.personatusになったという

のである｡従って当然 C.i)ersonatusはC.mo･

lochにより近縁であるという串になり,本解析結

果と矛盾している｡しかし,本解析結果に加え,

(1)C.i,ersonatusと他の2種の間には,サルが分

布出来ない半乾燥地祁紬,'介在しており,その地帯
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の成立が古いと考えられている事(Prance,1980

など),(2)Natori(1986)は,Callitridlidaeが

この半乾燥地帯によって,大きな2つの種群に分

けられると述べている事などから,Callicebus

屑の種分化については,次のように考える方が妥

当だと思われる｡Callicebus属の祖先種は南米

大陸に広く分布していたが,まず先に述べた半乾

燥地帯の成立によって分布が分断された｡ブラジ

ル南東部の海岸林に隔離されたものは進化してC

♪ersona如Sになった｡もう一つのグループもや

がて種分化を起こして,C.torquatusとC･mo･
lochになった｡というものである｡さらに上顎第

1,第2大E]歯の形態から見ると,C.torquatus

が中新世化石霊長類に最も似ており,だとすると

C.torquatusが最も祖型に近く,C.moloch

は一番後から生じて来た事になる｡

今述べてきた進化の道筋が正しいとすれば,C
molochが小型種である事を考えると,新世界ザル

に見られる小型化という進化傾向がCallicebus

属という一つの属内でも見られることになり,た

いへん興味深い｡

サル大脳皮質におけるソマトスタチンの分布と

その個体発生

山下晶子

詔長獄の特徴は,きわめてよく発達した大脳を

持つことである｡また,ここは高度な神経機能に

関係していることが知られている｡この大脳がど

のように構築されてくるかは興味ある問題である｡

近年,この大能皮質にはラジオイムノアッセイ法

や免疫紐枯化学法によって,各種の神経ペプチド

が同定され,それらの大脳での働きが注目されて

きている｡今回,これらのペプチドの中でソマト

スタチンに注目し,大脳皮質においてソマトスタ

チンを含む細胞の数や分布が発達と共にどのよう
に変化するのかについて調べた｡

ソマトスタチンは最も豊富に大脳皮質に含まれ

ている神経ペプチドの一つである｡皮質の神経細

胞に対して単独では興菅と抑制の両方の作用を持

つこと(Daddら,1987;Pittmanら,1981),

海馬の神経細胞に対してのアセチルコリンの興菅

作用を高めることや(Mooreら,1988),大脳

皮質ではソマトスタチンを含む細胞はほとんどが

抑制性伝達物質であるGABA(r-アミノ酪酸)香

含んでいること(Somogiら,1984)などから,

いわゆる神経調節因子として働いていると考えら

れている物質である｡

胎生120日,胎生140日,新生児,生後60日,

成体のマカクザルをザンポニ固定液で濯流固定後,

脳を取り出し,50ミクロンの凍結切片を作成した｡

ついで,抗ソマトスタチン･ウサギ.ポリクローナル

抗体を使って間接免疫組織化学的手法(ABC法,

アビジン･ビオチン･コンプレックス間接抗体法)

を用いて各ステージの各領野におけるソマトスタ

チン陽生構造の分布を調べた｡

ソマトスタチン細胞は胎生120日からすでに大

脳皮質に認められ,終末状構造であるバリコシテ

ィを持つよく分岐した線維を長く伸ばしていた｡

大脳灰白質Ⅱ-Ⅵ層には多極型細胞･紡錘型細胞
･小型(約10ミクロン)で細胞周辺部分のみが染

まる細胞の3種類の細胞が見られた｡これらの細

胞は内在性神経細胞の形をしており,この物質が

皮質内の局所的な神経回路網に関与していること

を示している｡また,これら灰白質内の細胞数は

胎生120日にはまだ少なく,胎生140日,新生児

になると増加したが,生後60日,成体時には減少

した｡連合線維が多く存在するⅠ層には,水平型

細胞が胎児期 ･新生児期にのみ見られた｡さらに,

おもに神経線維の分布する白質には,胎生120日

では灰白質よりも多くの濃く染まる比較的大型の

細胞(20-30ミクロン)が見られたのが,発達と

ともに急激に減少し,成体では灰白質よりかなり

少なくなっていた｡以上,ソマトスタチン細胞が

発達の初期に多数存在する事実は,このペプチド

が神経回路形成課程,特に,神経線維絹形成に関

与していることを示唆している｡事実,ソマトス

タチンはHelisoma(ヒラマキガイの仲間)の神

経再生時に神経突起の伸長を増強することが知ら

れている(Bullochら,1987)｡

霊長技では,大脳皮質は解剖学的に,細胞の密

度や,層構造の違いなどで細胞構築学的に細かく

飯野分けすることができる｡また,生理学的にも

各分野の働きが調べられており,たいへん分化し

た大脳皮質を持つことが知られている｡そこで各

領野におけるソマトスタチン細胞の発達の様子を

調べた｡視覚野では,発達の間,ほとんど細胞数

の増減が見られず,成体でも細胞数が少なかった｡

一方,連合野と呼ばれる,前頭前野,頭頂野,側

頭野では,胎生140日･新生児期に大変細胞数が
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